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再びスペイン語の変化動詞 volverse について
阿　部　三　男
　この 10 年間スペイン語の変化動詞について調べている。今回は夏休みと
春休みを利用して 2011 年 8~9 月 1，2012 年 2~3 月 2，2012 年 8~9 月 3，2013 年
3~4 月 4，2013 年 8~9 月 5 に調査した結果を報告したいと思う 6。各調査の経
験を次回に活かすために，また主格補語として従える形容詞についてできる
だけ多くのデータを集めるために，5 回の調査内容がすべて同じものではな
1 スペイン北部を中心に 56 人に協力して頂いた。
2 スペイン南部・西部を中心に 52 人に協力して頂いた。
3 スペイン中部・北西部の人たち 32 人に協力して頂いた。
4 スペイン南部・中部の人たち 55 人に協力して頂いた。
5 スペイン北西部・南部の人たち 60 人に協力して頂いた。
6 アンケート調査に協力して頂いた人たち（総数 255 人）の内訳は，アストゥリアス
出身 2 人，アビラ出身 5 人，ウエスカ出身 5 人，カセレス出身 3 人，カディス出身
20 人，コルドバ出身 3 人，サラマンカ出身 2 人，サラゴサ出身 7 人，セビリア出身 6 人，
バダホス出身 15 人，バルセロナ出身 16 人，ブルゴス出身 35 人， セゴビア出身 3 人，
シウダ ・ーレアル出身 3 人，ソリア出身 2 人，テルエル出身 10 人，トレド出身 7 人，
マドリード出身 24 人，マラガ出身 21 人，ハエン出身 7 人，ラ・コルーニャ出身 3 人，
ラ・リオハ出身 9 人，ルゴ出身 3 人，レオン出身 4 人，ギプスコワ出身 2 人，グラ
ナダ出身 8 人，グワダラハラ出身 6 人，バレンシア出身 11 人，ポンテべドラ出身 2
人，アルバセーテ，サモーラ，サンタンデール，レリダ，カナリア諸島 ( テネリフェ
島 )，ムルシア，バリャドリード，パレンシア，パンプローナ，ビルバオ出身は各 1
人となっている。男女別では男性 123 人，女性 132 人。年齢別では 20 歳未満 14 人，
20 ～ 29 歳 88 人，30 ～ 39 歳 56 人，40 ～ 49 歳 52 人．49~59 歳 30 人，60 歳以上 15
人。職業別では学生 53 人，会社員 146 人，公務員 21 人，主婦 26 人，歯科医 1 人，
大学教授 3 人，修道女 1 人，年金生活者 3 人，会社経営者 1 人。アンケートの質問
は例文の変化動詞部分を __ の空欄にしておき，その下に ponerse, quedarse, hacerse, 
volverse の 4 つの中から好きなだけ選んでもらいました。各動詞の変化形前の ( ) 内
に適切と思われる順に①，②，③，… と答えて欲しいと頼んだところ，7 割の人が
1 つだけ選択し，2 割の人が 2 つ，残りの 1 割が 3 ～ 4 つ選んでいる。調査に使った
用例は筆者が作成したり，書籍やインターネットから適切と思われるものを選んだ
りして，ネイティブ・スピーカーのチェックを受けている。なお，本文中の用例の
出典は本稿の参考文献の後に示してある。
2く，多少変えている。数字の表記はほとんどこれまで通りで，詳細は注を参
照して欲しい。本稿では，最近使用頻度が富に高くなってきているように思
える volverse を中心に，一般の人たちがどういう基準で変化動詞を使い分け
ているのかを探ってみたい。
1. 先行研究
　変化動詞に関する先行研究については，筆者がこれまでに発表した論文の
中で繰り返し述べてきたので，ここでは先ずこれらの変化動詞の基本的用法
について纏めてみようと思う。変化動詞が主格補語として従える形容詞は，
繋辞動詞との関係で言うならば，基本的には ponerse, quedarse の主格補語
は「一時的状態」や「変化の結果」を表わす estar の補語に一致し，hacerse, 
volverse の補語は「永続的・半永久的性質」を表わす ser の補語に一致して
いる。しかし，これだけですべてがきれいに説明できないところが，変化動
詞の難しいところである。最近では，自信家のスペイン人でさえ変化動詞の
使い分けは複雑で説明しにくいようだ。まして私たち外国人にはなおさらだ。
スペイン人の語学専攻の研究者でさえ，このテーマをまともに扱おうとする
人たちはいまだに少ない。ただ，最近になってスペイン語の習得を目指す外
国人用教材の中に verbos de cambio「変化動詞」の項目を設けているものが
出てきた。中でも説明が少し具体的な en-Clave ELE 社の Tarricone, L., Giol, 
N., González-Seara, C. 共著による Gramática explicada para niveles intermedios 
con ejercicios ＋ soluciones7 の中から，とりわけ本稿の内容と直接係わって
くる点を纏めてみる。hacerse については，主語が人間の場合：profesión，
ideología，religión，edad / evolución natural，condición socio-económica な
どの変化を表わし，主語が物の場合には，característica，tiempo，fenómeno 
natural などの変化を表わすと述べている。volverse についても具体的に，主
語が人間の場合，actitud，personalidad / carácter，condición socio-económica
7 中級レベルと書いてあるが，書店の店員が調べてもらったところ，このシリーズで
は一番上のレベルで上級レベルの内容を含む教材だと言う。
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などの変化を表わすと言う。その他の変化動詞の説明については，随時取り
上げることするが，本稿ではこれらの学習書を叩き台にして，データ分析
を進めたい。参考のために，もう一冊 Edelsa 社の上級者用教材 Competencia 
gramatical en USO, B28 の中から注目すべき解説部分だけを挙げておく。
volverse の使い方に関しては，「性質や性質の程度」（多くの場合「否定的な 9」
性質），「身体的・精神的欠陥」を表わす形容詞と共に用いられると言った，
少し踏み込んだ説明をしている。筆者の経験からすると，これまで見られな
かった説明も 2~3 箇所あり，説明もだいぶ具体的で，それぞれ評価できる
ところもあるが，用例を見ないと分かりにくい部分もまだある。従って，ア
ンケート調査や聞き取り調査結果に見られる曖昧な部分には答えてもらえな
い。本稿ではその曖昧な部分に筆者なりの説明を加え，学習者の手助けにな
れば幸いである。
2. volverse と「マイナス・イメージ」
　hacerse の基本的な用法としては，一般的に「より上のレベルへの漸次的変
化」に主語の意志や努力を伴った積極的関与のケースが挙げられる。代表的
な形容詞として先ず rico(ca), pobre の場合を見てみよう。例 (1) では，よく働
いたから「金持ちになった」わけで，主語の努力が考えられる。しかし，例 (2)
のように「貧乏になる」では，(1) の「金持ちなった」に比べて volverse を使
う人が増えている。これは何を示しているのか？ それは volverse が「マイナ
ス・イメージ」の形容詞と共に使われる傾向があるということである。
　(1) El vecino _ rico, porque ha trabajado mucho. 10
se ha hecho  106人 (104人 )； se ha vuelto   24人 (10人 ); 
8 Cano Ginés, A., Díez de Frías, P., Estébanez Villacorta, C. y Garrido Ruiz de los Paños, A. , 
2012, pp.52~57. なお，教材名の最後についている B2 はこのシリーズでは 4 段階の一
番上のレベルを表わしている。
9 スペイン語では negativos となっているが，筆者がこれまでの論文で「マイナス・イ
メージ」と述べてきた特徴に相当すると思われる。その用例として，Se ha vuelto un 
hombre muy conservador. / Se ha vuelto un tacaño. を持ち出している。なお，本稿で
は名詞を主格補語とするケースは原則として扱わない。
10 2013 年 3~4 月と 2013 年 8~9 月の調査結果である。
4se ha puesto   6人 (7人 )；   se ha quedado  1人 (1人 )11
　(2) Para el pobre es difícil mejorar; se queda pobre o _ más pobre porque 
tiene muchos niños.
se hace    76人 (62人 );  se vuelve  65人 (51人 );　
se pone    3人 (1人 ) ;   se queda  13人 (9人 ) 12
-----------------------------------------------------------------------
se hace  161人 (125人 );  se vuelve  148 人 (112人 )；
se pone   11人 (5人 ) ;    se queda   30 人 (14人 )13
　(3) hacerse rico (104 人 14)> volverse pobre 45 人 15; hacerse 60 人 16;
                       　　　　　　　 quedarse 9 人 
　変化動詞 volverse は，基本的には「意志・努力」など変化のプロセスを重
視する hacerse と違って，宝くじや賭け事であっという間に「金持ちになる」
場合に使われると言われてきたし，これまでの調査結果にも表れている 17。しかし
hacerse はこのような場合でもよく使われ，筆者はこれを hacerse と volverse
の意味的中和であると指摘してきた 18。「マイナス・イメージ」を持つ形容
詞と volverse の関係については，(3) の数字からも明らかように，2013 年 3~4
月と 8~9 月の調査で rico に対して hacerse を選んだ 104 人の内訳 (3) を見る
11 これまで通り，最初の数字は優先順位に関係なく使用可能として選んだ人の合計数
であり，後続する (  ) 内の数字は 1 つだけ選んだ人と，2 つ以上選んだ中で優先順位
を 1 位にした人の合計数である。
12 2013 年 3~4 月と 2013 年 8~9 月の調査結果である。この用例で回答しなかった人が
4 人いる。
13 2011 年 8~9 月，2012 年 2~3 月，2012 年 8~9 月，2013 年 3~4 月と 2013 年 8~9 月の
調査結果である。
14 104 人は用例 (1) で se ha hecho を優先順位 1 位に選んだ人数であり，用例 (2) の調査
結果 (1~2 行目 ) の括弧内の数字と比較して欲しい。2 つ以上選択する人もいて，内
訳の合計数と合わないことがよくある。
15 45 人中 5 人は hacerse を優先順位 2 位として選択している。
16 60 人中 14 人は優先順位 2 位として volverse を選択している。また，ここからは補
語を省略して，変化動詞だけ残しておく。また，人数が少なくて大勢に影響がない
と筆者が判断した変化動詞については省略する。
17 阿部 (2008), p.57
18 阿部 (2011), pp.63-64
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と，文脈は異なるが補語が rico の反意語である pobre になると，hacerse か
ら volverse に乗り換える人が結構いることが分かる。次に，やはり hacerse
の代表的な用法である人間などの「成長過程」を示す場合を考えてみよう。
　(4) Nos cansamos enseguida, será que _ viejos. 
nos hacemos  176人 (168人 );  nos volvemos  65人 (38人 ); 
nos ponemos   15人 (5人 );    nos quedamos  9人 (1人 )19
　(5) La presidente brasilera, Dilma Roussef  _  cada vez más joven 
desde que se presentara como candidata para su difícil puesto. Según 
algunas fuentes, esta circunstancia debe agradecerla a un tratamiento de 
rejuvenecimiento al que Roussef se sometió poco antes de asumir su cargo.
se hace   49人 (36人 );  se vuelve  121人 (113人 ); 
se pone   76人 (61人 );  se queda   14人 (5人 )20
-------------------------------------------------------------------
se hace  60人 (46人 );  se vuelve   148人 (142人 ); 
se pone  92人 (74人 );  se queda   20人 (7人 )21
　(6) a. hacerse viejo (168 人 22)> volverse joven 83 人 ; hacerse 29 人 ;
　　　　　　　　　　　　　　 ponerse 57 人 ; quedarse 2 人
b. volverse viejo (38 人 ) > volverse joven 29 人 ; hacerse 4 人
　　　　　　　　　　　　　　ponerse 2 人 ; quedarse 3 人
　(7) ______ joven, una adolescente en una ciudad con millones de habitantes. 
Comencé a trabajar como Promotora Legal Popular en una especie de 
19 2012 年 2~3 月 , 2012 年 8~9 月 , 2013 年 2~3 月と 2013 年 8~9 月に行なった調査結果
を総数で示している。
20 用例 (4) の調査と同時に行なった調査結果である。
21 この数字は注 20 の調査結果に 2011 年 8~9 月の人数を加えたものである。
22 この 168 人という数字は用例 (4) で nos hacemos viejos を優先順位 1 位に選んだ人数
で，ここでは用例 (5) で補語が joven に変わった場合，どのような変化動詞を選択し
たか，その内訳を示している。なお，比較するには同じ人たちの調査結果が好まし
いので，ここでも特に (5) の調査結果 (1~2 行目) の (  ) 内の数字に注目して欲しい。
注 14 参照。
6ONG…23
Me hice  26人 (23人 );  Me volví  29人 (29人 )
Me puse  2人 (2人 );   Me quedé  2人 (2人 )
　年齢などに代表される成長過程・プロセスを表わす形容詞 (mayor, viejo, 
etc.) は hacerse と結びつくのが普通で，このことは (4) の数字からも明らか
である。(7) の (una) joven「若者；若い」の場合，不定冠詞 (una) の省略で，
後続の同格名詞 una adolescente 同様，名詞と思われるが，hacerse も volverse
も名詞を補語に取ることができるので，参考までに敢えてここで取り上げて
みた。成長過程の調査項目のつもりで採用したが，調査人数が少ないが意外
と volverse を選択する人が多かった。しかし，同じ joven でも (5) の例「若返っ
た (=rejuveneció)」では，volverse を選んだ人が圧倒的に多い。これはどうい
う意味なのか？ つまり，「若返る」は成長過程を示す「老いる」とは逆の変
化を表わすもので，「若返る」のに意志・努力があったとしても，一方では「マ
イナス・イメージ」を伴っていると解釈できる。
　これまで，漸次的な質的変化は基本的には hacerse の役割であると言われ
てきた。例えば Porroche Ballesteros, M.(1988) はその変化の様子を次のよう
に表わしている。その一部分だけを取り上げておく。
            fuerte → menos fuerte → débil
            débil → menos débil → fuerte
            rico → menos rico → pobre 
            pobre → menos pobre → rico, etc.(p.135)
　つまり，上記のような相対形容詞 (adjetivos relativos) が漸次的に変化する
場合に hacerse が用いられると言うのである。しかし，相対的でない絶対形
容詞，例えば色彩を表わす形容詞には「ある特徴の異なる段階」は存在しな
23 2011 年 8~9 月年に行なった調査結果で , 総数は 56 人。しかし , ここで使われてい
る joven は名詞と思われるので , その後の調査からは外した。ただし , volverse は
hacerse と同じように名詞を補語にとることができるので , ここで参考になると思っ
て取り上げた。
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いし，次のような絶対形容詞には暗黙の段階的移行 ( グラデーション ) 関係
が成立できないと述べている。
            borracho → menos borracho → sobrio
           *sobrio → menos sobrio → borracho
            loco → menos loco → cuerdo 
           *cuerdo → menos cuerdo → loco  (p.135)
  しかし，筆者にはこの相対形容詞と絶対形容詞の境界線がどこにあるのか
曖昧で，これが hacerse と volverse の使い分けを困難にしているように思わ
れる。話をもとに戻すが，代表的な相対形容詞である joven~viejo の場合，明
らかに hacerse が選択されることは (4) の数値からも明らかである。勿論，
volverse の使用も可能である。一方，(5) では逆転して volverse を選んだ人数
が hacerse を選んだ人数を圧倒している。これほどではないが (3) の数値に
見られるように，rico の場合 hacerse を選んだ人の 4 割もが pobre になると
volverse に乗り換えているわけで，筆者が以前から述べているように，「マ
イナス・イメージ」の形容詞では volverse が選ばれるケースが多いことの
証明でもある。ただ，(2) の用例では，変化動詞を選択する部分の直前に se 
queda pobre「貧乏のままである」という表現があり，その後で「さらに貧
乏になる」に繋がると解釈する人もいる。この部分に注目した回答者 5 人が
pobre → más pobre ということから漸次的変化を示す hacerse を選んだと述べ
ている。多くの回答者はなかなかその違いを答えてくれないので自信はない
が，hacerse を選んだ人の多くは無意識の内にこの影響を受けているのでは
ないかと思われる。また，(6) の数値から，やはり人間の年齢・成長過程を
示す形容詞 viejo の場合，補語が joven になると volverse に乗り換える人が多
いことからも volverse の意味的特徴は明らかである。人間は年齢とともに「老
いる」が普通であり，(5) のように「若返る，若く見える」とか，(2) のよう
に「貧乏になる」というのは，いわゆる「上の段階から下の段階へ」の変化
で，筆者の言う「マイナス・イメージ」を表わしている。用例は異なるが同
じ変化傾向は阿部 (2009b) でも指摘している。ここで , Cano Ginés, A., Díez 
8de Frías, P., Estébanez Villacorta, C. y Garrido Ruiz de los Paños, A.(2012), p.53
でも，hacerse が補語に従える漸次的な質的変化の典型的な形容詞の例とし
て挙げている pequeño~grande と débil~ fuerte の場合を見てみよう。
　(8) Con el descubrimiento de América, en la agonía del siglo XV, el mundo 
_ más grande, y en la época de los satélites artificiales, más pequeño.
se hizo   60人 (51人 );  se volvió  39人 (24人 ); 
se quedó  9人 (3人 );   se puso   11人 (3人 )24
　(9) Con el transcurso del tiempo cada grupo evolucionó en diferentes 
direcciones, los reptiles _ más pequeños y los mamíferos más grandes. 
se hicieron  56人 (43人 ) ;  se volvieron 43人 (32人 ) ; 
se quedaron 17人 (8人 ) ;  se pusieron  8人 (2人 )25  
　(10) a. hacerse grande (51 人 )> hacerse pequeño 26 人 ; volverse 20 人
b. volverse grande (24 人 )> hacerse pequeño 11 人 ; volverse 12 人
  (8)(9) の場合，全体の数値が少ないので，はっきりしたことは言えないが，
それにしても (9) では (8) に比べて volverse を選んだ人が多くなっている。た
だ (10) からも分かるように hacerse から volverse への乗り換え，逆に volverse
から hacerse の乗り換えが同じような割合で見られる。従って，この 2 つの
形容詞の場合，hacerse の使用が優位に立っているものの，同様に volverse
もかなり多くの人がその使用を容認していることが分かる。(11) は Castro 
Viudez, F. (2012) の変化動詞の用例として , 子供が母親に向かって「この小さ
いドアをくぐるには私のように小さくならなきゃだめよ」と言うと，「どう
したら，そうできるの？」と答えている場面がイラスト入りで書かれている。
　(11) Para pasar por esta puerta tienes que hacerte tan pequeña como yo.
--- ¿Y cómo puedo hacerlo?
　つまり「大きい人」が「小さくなる」ので，「マイナス・イメージ」とい
うことで volverse でもよさそうであるが，ここでは hacerse の基本的な用法
24 2011 年 8~9 月と 2012 年 8~9 月に行なった調査結果である。
25 (8) と同様 2011 年 8~9 月と 2012 年 8~9 月に行なった調査結果である。
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に従っている。次に fuerteと débilの例を見てみよう。因みに，Bosque, I. (2006)
は，繋辞動詞と変化動詞の結合の可能性を以下のように書いている。
　fuerte：ser, volverse; estar, ponerse
     débil：ser, volverse; estar, quedarse
               : Se había quedado muy débil después de la gripe.26 
つまり，fuerte, débil のいずれにも hacerse を挙げていない。しかし，従来の
考え方からすれば，(12) で hacerse を選んだ人が一番多いのも納得できるし，
volverse と ponerse の選択も当然である。ただ，ponerse を選んだ人たちは口々
に「その場限りの変化」を強調し，volverse や hacerse を選んだ人は，身体の
永続的変化と捉えている。
　(12) Juan creció y  _ fuerte y robusto.
se hizo   82人 (73人 );  se volvió  44人 (22人 );  
se quedó  2人 (2人 );   se puso   65人 (39人 )27
　(13) Una anciana vivía con su hija y su nieto. Conforme _ débil y 
enfermiza, en vez de ser útil en la casa, la abuela se convirtió en una 
calamidad: rompía platos y copas, perdía cuchillos y derramaba el agua.
se hizo    42人 (25人 );  se volvió  69人 (59人 );  
se quedó  23人 (18人 );  se puso   43人 (33人 )28
---------------------------------------------------------------------
se hizo    81人 (51人 );  se volvió  154人 (129人 ); 
se quedó  47人 (31人 );  se puso   94人 (66人 )29
　(14) a. hacerse fuerte y robusto (73 人 30) > volverse débil y enfermiza 39 人 ;
   quedarse 10 人 ; hacerse 12 人 ; 
26 Bosque, I. (2006), p.386.
27 2013 年 3~4 月と 2013 年 8~9 月の調査結果の合計人数である。
28 (12) と同様 2013 年 3~4 月と 2013 年 8~9 月の調査結果の合計人数である .
29 (13) の注 28 の人数に 2011 年 8~9 月 , 2012 年 2~3 月と 2012 年 8~9 月の調査結果を加
えた数字である。
30 この人数 (74 人 ) もやはり用例 (12) で se hizo を優先順位 1 位に選んだ人数である。
その他の説明は注 14 と注 22 を参照。
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ponerse 14 人
b. ponerse fuerte y robusto (39 人 ) > volverse débil y enfermiza 17 人 ; 
quedarse 7 人 ; hacerse 8 人 ; 
ponerse 17 人
　ところが，(13) では，volverse と quedarse を選択した人の増加が目立つ。
volverse の選択増加は，やはり意味的には「病弱になる」という体質的変化
であり，繋辞動詞の場合は ser になり，変化動詞の場合には「マイナス・イメー
ジ」が影響したと考えられる。変化後の状態継続という点では volverse に繋
がる quedarse の選択も理解できる。これに関してはまた後で扱うが，意味内
容が身体機能の低下・喪失である débil, flojo, canijo, desmadejado, flacucho, 
raquítico などの場合に quedarse がよく使われていることは既に阿部 (2007b)
でも指摘してある。一方，enfermo(ma)「病気の」の場合，普通は半ば熟語
的に ponerse が選ばれるので，その意味的影響は否めない。従って，用例 (13)
では使用者の思いはそれぞれ違っていて使い分けは複雑であるが，4 つの変
化動詞の選択があり得ることは数字的にも裏付けられているように思う。
3．コンテクスト
　先行研究で取り上げた Cano Ginés, A., Díez de Frías, P., Estébanez Villacorta, 
C., y Garrido Ruiz de los Paños, A.(2012) では，hacerse は “un cambio de cualidad, 
estado o situación” を表わし，volverse は “un cambio permanente de cualidad 
o clase” を表わすと述べている。注意すべきは，hacerse の説明では「性質
(cualidad)」の変化に加え，「状態 (estado)・状況 (situación)」の変化を挙げ，
しかも volverse の説明で使っている permanente「永続的な」という形容詞
がない点である。通例，「状態・状況」の変化と言えば「一時的な」変化で
あり ponerse, quedarse の説明に使われる用語である。その一方で，これら
の変化動詞が補語として取る形容詞は，繋辞動詞の場合は ser に相当する
と述べている。説明が不十分で曖味が残る。また，Tarricone, L., Giol, N., y 
González-Seara, C.(2012) では，先行研究で取り上げたように hacerse, volverse
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の主格補語の説明はより具体的で，だいぶ分かりやすくなっている。ただ，
volverse の意味的説明では従来通り「努力・意志を伴わない急激な変化」を
表わすというだけで，コンテクストに潜む使い分けの手掛かりを示唆するよ
うな説明はなく，学習者には今ひとつ分かりにくい。一方，Castro Viudez, 
F.(2012) では，volverse が “una transformación de una cualidad en otra”「ある
性質から別の性質への変化」を示す例として，次の文章を挙げている。
　 : Alfredo antes no era muy simpático, pero de un tiempo a esta parte se ha 
vuelto amable.「アルフレードは以前あまり感じがよくなかったが，少し
前から親切になった」
　ここでは no… muy simpático「あまり感じがよくない」，つまり antipático
「感じの悪い」を連想させて， simpático「感じのよい」と類義語の amable と
対比させている。用例を見れば何となく分かるが，「ある性質から別の性質
への変化」だけの説明では学習者には抽象的で不十分である。この点を分か
りやすく説明しているのが Moreno, C., Hernández, C. y Kondo, C. M. (2007)
で，“Indica un cambio, una característica que antes no tenía y que ahora sí 
caracteriza al individuo.”(p.139) と説明し，次のような用例を示して generoso
「気前のよい」と tacaño「けちな」の絶対最上級 (tacañísimo) を対比させている。
　: Hay que ver, con lo generoso que era y ahora se ha vuelto tacañísimo.
　これまで，ほとんどの参考書やテキストには変化動詞という項目すらなく，
たとえあったとしてもその使い方は抽象的説明に終始している。Tarricone, 
L., Giol, N., y González-Seara, C.(2012) でさえ，使用される領域の説明は具体
的でいいのだが，もう一歩踏み込んでコンテクスト関連の説明を加えて欲し
かった。性質の永続的変化 (cambio duradero en la cualidad)を示す volverseと，
状態の一時的変化 (cambio momentáneo en el estado) を示す ponerse との使い
分けの説明でも，コンテクストについては一切触れていない。次の 2 番目の
用例は「彼はその知らせを聞いて大変悲しんだ」という一時的状態の変化で
あるのに対し，最初の例では，「以前彼は陽気な人だったのに，今は陰気な
暗い性格になってしまった」という性格の永続的変化を表わしている。
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　: Antes era una persona alegre, ahora se ha vuelto triste.(p.294)
　　Al recibir la noticia, se ha puesto triste.(p.294)
　また，次に挙げた練習問題でも，antes…, ahora…「以前は…だが，今は…
だ」とか，前の部分に不完了過去を使い「以前は…だったが，今…だ」とい
うように，学習者にそうと分かるコンテクストを提示し，適切な変化動詞を
入れて文を完成させるようにしている (p.298, Ejercicios 6.7, 7.4)。勿論，正解
は se ha vuelto である。
　 : Antes Sonia estudiaba mucho, pero desde que tiene novio _ muy vaga.
　 : Marta ayudaba siempre a los demás, pero ahora _ muy egoísta. 
　同様に，コンテクストをヒントに回答させるやり方は，Cano Ginés, A., 
Díez de Frías, P., Estébanez Villacorta, C. y Garrido Ruiz de los Paños, A.(2012) 
pp.54~55 にも見られるが，意味的説明は具体性に欠け，学習者には分かりに
くい。
    : Desde que va al colegio, el niño se ha vuelto más sociable.
    　Antes era mucho más simpático. No sé por qué se ha vuelto tan antipático.
    : Antes era un chico muy tímido, pero ahora es muy abierto.
    　→ Antes era un chico muy tímido, pero se ha vuelto muy abierto.
　3 番目の例は，tímido「内気な」と abierto「あけっぴろげな」という異な
る性格を示す形容詞を出し，直前の文の es (<ser) を文の意味を変えずに変化
動詞を使って書き換える問題である。勿論，正解は se ha vuelto である。調査
を始めた頃，volverse を選んだ人は「以前はそうでなかった」ということを
やたら口にしていた。しかし，筆者は，変化動詞なのだから前の段階・状態
から変化するのは当然だと思っていた。そのうち，調査を重ねるうちに，変
化動詞の使い分けはそれほど単純ではないにしても，学習者には「以前はそ
うではなかった (antes no lo era)」のようなコンテクストをもっと強調すべき
だと思うようになった。次の用例の数値も，同じ基準で説明できる。
　(15) Hasta entonces había sido alegre y risueña como unas pascuas, y fuerte 
como una encina; desde entonces _ triste y cavilosa y quebradiza de 
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salud. 
se volvió  100人 (90人 );  se quedó  54人 (31人 );  
se puso     46人 (24人 );  se hizo   16人 (6人 )31 
　(16) Había una vez, en un país oriental, dos hermanas muy guapas. La primera 
hermana se casó con el rey, y la segunda con un sencillo mercader. Con 
el paso del tiempo, la que era esposa del rey fue adelgazando y _ 
deprimida y triste.
se volvió  85人 (76人 );  se quedó  63人 (42人 );   
se puso   36人 (20人 );  se hizo   13人 (5人 )  
　また，quedarse は「心身機能の低下・喪失」に代表される「常態の喪失」
を表わすことが多く，(17)(18) に見られるように「マイナス・イメージ」を
伴う形容詞と共に用いられるという点では，volverse と相通じるところもあ
るような気がする。
　(17) Después del accidente, _ ciego. 
se volvió  9人 (4人 );  se quedó  56人 (56人 ); 
se puso  1人 (0人 );  se hizo   0人 (0人 )32 
　(18) Su perro guía Edward _ ciego después de desarrollar cataratas.
se volvió  24人 (8人 );  se quedó  74人 (71人 );
se puso  10人 (1人 );  se hizo    7人 (2人 )
　変化後の「状態の継続性」を示す点でも，一般に「永続的性質の変化」を
表わす volverseと相通じるところがあり，volverseとの意味的中和という点で，
普通 volverse が使われるところで時々 quedarse を選ぶ人も見かける。その逆
も見かける。また，ponerse は ponerse nervioso「神経質になる，いらいらする」，
ponerse enfermo「病気になる」に代表される「精神状態」「健康状態」の「継
続しない一時的変化」を表わすので，(15)(16) では quedarse を選んだ人より
31 (15)(16) は 2011 年 8~9 月，2012 年 2~3 月と 2012 年 8~9 月の調査結果である。
32 (17) は 2011 年 8~9 月の調査結果であり，(18) は 2012 年 2~3 月と 2012 年 8~9 月の調
査結果である。
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少なくなっている。
　変化動詞 hacerse はもともと途中のプロセスを重視した「漸次的変化」を
示すのに用いられることが多かったが，それに対し volverse は「途中の段階
の段階を経ないで正反対の特性や異なる別の特性への変化」を強調する場合
に好まれることは，筆者も繰り返し述べてきた。
　(19) Si cambia su carácter, se modificará su karma; si _ diligente en vez 
de perezoso, no desperdiciará la próxima oportunidad que se le presente y 
de esa manera su suerte habrá cambiado. 
se hace   26人 (20人 );  se vuelve  59人 (54人 );  
se queda  14人 (7人 );   se pone   13人 (3人 )33
　(20) _ cada vez más perezosa y no quería tomar ninguna iniciativa. 
Se había ido haciendo 48人 (40人 ); Se había ido volviendo 52人 (39人 );
Se había ido quedando 6人 (1人 ); Se había ido poniendo  17人 (6人 )34
---------------------------------------------------------------------------------------------
Se había ido haciendo 78人 (65人 ); Se había ido volviendo 90人 (68人 ); 
Se había ido quedando 13人 (5人 ); Se había ido poniendo 24人 (10人 )35
   (21) José Arcadio Buendía: era un hombre con una enorme imaginación, muy 
voluntarioso y emprendedor, aunque con el tiempo _ holgazán y 
descuidado.
se hizo   27人 (8人 );   se volvió  77人 (74人 );  
se quedó  7人 (1人 );   se puso   11人 (2人 )36  
------------------------------------------------------------------
se hizo   41人 (19人 );  se volvió  126人 (122人 );  
se quedó  9人 (2人 );   se puso     13人 (3人 )37  
33 2012 年 2~3 月と 2012 年 8~9 月の調査結果である。
34 (19) と同じく 2012 年 2~3 月と 2012 年 8~9 月の調査結果である。
35 2011 年 8~9 月，2012 年 2~3 月と 2012 年 8~9 月の調査結果である。
36 2012 年 2~3 月と 2012 年 8~9 月の調査結果である。
37 2011 年 8~9 月 , 2012 年 2~3 月と 2012 年 8~9 月の調査結果である。
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　(19) で volverse を選択した人が多いのは，diligente「勤勉な」の反意語で
ある perezoso を en vez de…「…の代わりに」という語句で，段階的ではな
く途中の段階を経ないで変化していくコンテクストが影響していると思わ
れる。しかも，これらの形容詞は「個性・性格」を意味しているはずであ
る。ただ，(20) の例は反意語 (perezoso「怠惰な」) ではあるが，進行形で
次第に変化していく様子を想像したのか，diligente の場合よりも hacerse を
選んだ人が多くなっている。 (21) では perezoso の同意語である holgazán y 
descuidado「怠惰でだらしない」が使われ，比較級は使っていないが，いか
にも con el tiempo「時が経つにつれて，やがて」と言った漸次性を連想させ
る副詞句が使われ，曖昧さが少し残るがvolverseを選んだ人が逆に多い。ただ，
ここでもやはり muy voluntarioso y emprendedor を使い「以前は意欲のある
進取的な人だった」という伏線を張っており，それが volverse の選択に繋がっ
たとしか考えられない。勿論，holgazán y descuidado の意味内容のマイナス・
イメージが影響していることも否定できない。
4. 「性格・個性」を表わす形容詞
　rico(ca) に代表される condición socio-económica「社会・経済的状況」の
変化を示す例は既に挙げたので，ここではよく volverse の特徴として挙げら
れる actitud「態度」，personalidad / carácter「個性 / 性格」を意味する形容詞
について再確認しておく。この種の形容詞はかなり多く，変化動詞の選択で
は複雑な様相を呈している。先ず，Tarricone, L., Giol, N., y González-Seara, 
C.(2012) p.293 の用例を見てみよう。
　: Después de varias desilusiones, se ha vuelto muy desconfiada.
Con los años se ha vuelto muy madura.
　最初の例で使われている desconfiado(da)「疑い深い」は，変化動詞の説
明でよく引かれる形容詞で，筆者も以前調べてみたことがある 38。やはり，
38 阿部 (2009b), pp.16-17
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volverse を選択した人が圧倒的に多い。しかし，「その場限りの疑い深い態度」
を見せたというコンテクストであれば，当然 ponerse が使われる可能性もあ
る。2 番目の例の場合，maduro(ra)「成熟した」という形容詞が「個性・性格」
を意味するものなのか疑問が残るが，それでいて練習問題の中ではもっと適
切な形容詞を挙げている。
　: insoportable, arrogante, tímido(da), serio(ria), sociable, etc. 
　Cano Ginés, A., Díez de Frías, P., Estébanez Villacorta, C., y Garrido Ruiz de 
los Paños, A.(2012) は，前にも述べたように volverse についてさらに次のよ
うな説明を加え，用例を 2 つ示している。
　: Se utiliza con adjetivos que expresan cualidad o grados de una cualidad, 
muchas veces negativos, defectos físicos o psíquicos.(p.53) 
　　: Se ha vuelto muy antipático.「彼はとても感じが悪くなった」
　Se volvió loco por la soledad.「彼は孤独で気が変になった」
　上の説明によると，volverse は「性質あるいは性質の程度（多くの場合否
定的な）」や「身体的欠陥あるいは精神的欠陥」を表わす形容詞と共に用い
られると述べている。volverse と loco(ca) の共起は熟語的であるが，これを「身
体的・精神的欠陥」と一般的な説明をしているのは珍しい。従来このような
説明は，quedarse に対してなされるはずなのに，ここでは quedarse にはその
説明がなく，ただ「あるプロセスの結果として一時的あるいは永続的状態の
変化」を表わすとして，次の例を示している。
　　: Se quedó ciego / cojo / sordo / mudo.(p.53)「彼は盲目に / 足が不自由に /
　　　　耳が聞こえなく / 口が利けなくなった」
　Me quedé viudo muy joven.(p.53)「私は若くして妻を亡くした」
　因みに，ここではコンテクストがないので分かりにくいかもしれない
が，練習問題では volverse と共起する補語として sociable, caprichoso(sa), 
abierto(ta), torpe, intolerante, incrédulo(la), etc.のような形容詞を挙げている。 
volverse は多くの場合，「否定的な」性質の形容詞を伴うと述べているが，こ
れは筆者の「マイナス・イメージ」の形容詞に当たる。先ず volverse と一緒
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によく使われる形容詞 antipático(ca) と simpático(ca), humilde と orgulloso(sa)
の調査結果を見てみよう。次の 4 例は 2013 年の 3~4 月と 8~9 月に調査した
ものである。
　(22) Con el tiempo _ simpática.
se volvió 106人 (104人 );  se hizo  25人 (12人 ); 
se quedó  1人 (1人 );    se puso  10人 (8人 ) 
　(23) Con el tiempo _ antipática.   
se volvió 105人 (104人 );  se hizo  30人 (11人 ); 
se quedó  1人 (1人 );    se puso  23人 (9人 ) 
　(24) _ humilde desde que es pobre.       
Se ha vuelto  105人 (104人 );   Se ha hecho  23人 (16人 );
Se ha quedado  3人 (1人 );   Se ha puesto  7人 (6人 )
　(25) _ muy orgullosa desde que es catedrática.  
Se ha vuelto  108人 (107人 );   Se ha hecho   13人 (6人 );  
Se ha quedado  3人 (1人 );   Se ha puesto  33人 (18人 )
　(22)(23)(24)(25) の数値からも明らかなように「プラス・イメージ」「マイ
ナス・イメージ」に関係なく，volverse の選択が目立つ。同様に「性格・人柄」
を表わす afable「親切な」と frío「冷淡な」の例 (26)(27) でも，volverse の優
位性が突出している。ただ，「マイナス・イメージ」の frío が僅かではある
が volverse を選んだ人が多く，また cada vez ＋比較級「だんだん，ますます」
を意に介さず一時的な「その場限りの」変化を示す ponerse を選択した人は，
意味的違いはないと言う。例えば，コンテクストを変えて “La dependienta 
se puso muy antipática cuando le hablé.”「私が女性店員に話しかけた時，とて
も感じが悪かった」という場合は，明らかに「その場限りの」変化を示して
おり，ponerse との共起も有り得る。(27) で se puso más frío を選んだ人の多
くもやはり「その場限りの変化」と説明してくれた。
　(26) Juan cada vez _ más afable con Ana.
se hizo   33人 (23人 );  se volvió  87人 (81人 );
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se quedó  0人 (0人 );   se puso   28人 (17人 )39
　(27) Juan cada vez _ más frío con Ana.　
se hizo   15人 (10人 );  se volvió  102人 (100人 ); 
se quedó  3人 (2人 );   se puso   25人 (13人 )40   
--------------------------------------------------------------------
se hizo   20人 (10人 );  se volvió  153人 (150人 ); 
se quedó 12人 (6人 );   se puso    35人 (18人 )41 
　(28)a. volverse más afable (81 人 ) > volverse más frío 65 人 ; hacerse 7 人 ;
　　　　　　　　　　　　　　　　  ponerse 10 人 ; quedarse 2 人
          b. hacerse más afable (23 人 ) > volverse más frío 20 人 ; hacerse 3 人
          c. ponerse más afable (17 人 ) > volverse más frío 15 人 ; ponerse 3 人
　同じく人間の「性質・人柄」を表わす bueno(na), malo(la) の場合は，一般
的には相対形容詞なので hacerse がふさわしいように思われるが，volverse を
選んだ人の方が非常に多い 42。
　(29) Los niños _ buenos cuando los tratas bien.      
se hacen  41人 (32人 )； se vuelven  90人 (86人 )；
se quedan  2人 (2人 )；  se ponen   5人 (4人 )
　(30) El hombre, ¿nace bueno y _ malo por el entorno o nace malo por 
naturaleza? 
se hace  63人 (45人 )； se vuelve  95人 (77人 )；
se queda  2人 (2人 );   se pone    5人 (4人 )
　もう 1 例，sociable「社交的な」と huraño(ña) y insociable「非社交的な」
を見てみよう。意味的には「性格」を表わし，volverse と hacerse の両方使用
可で意味は同じだと言う人たちのほとんどが，どちらをよく使うかと尋ねる
39 2013 年 3~4 月と 2013 年 8~9 月に行なった調査結果である。
40 2013 年 3~4 月と 2013 年 8~9 月に行なった調査結果である。
41 2011 年 8~9 月，2013 年 3~4 月と 2013 年 8~9 月に行なった調査結果である。
42 (29)(30)(31((32( は 2013 年 3~4 月，2013 年 8~9 月に行なった調査結果である。
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と，異口同音に volverse の方が優先されると答えている。
　(31) Más o menos a esa edad, harto de soportarb que otros niños le llamasen 
"enclenque", un día se revolvió y les dio una tunda. Aunque se arrepintió 
de aquello, pues no era violento, _ más sociable desde entonces, y era 
capaz de ir al mercado... a vender el centeno de su padre.
se hizo  70人 (51人 );  se volvió  97人 (75人 );  
se puso   8人 (4人 );   se quedó   1人 (1人 )
　(32) Con los años _ más huraño e insociable. 
se hizo  65人 (37人 );  se volvió  100人 (95人 );  
se puso  17人 (8人 );   se quedó    5人 (1人 )
　(33) a. hacerse sociable (51 人 )> volverse más huraño e insociable 36 人 ;
                          　　　　　　 　　 hacerse 15 人 ; ponerse 5 人
　　　b. volverse sociable (75 人 ) > volverse más huraño e insociable 50 人 ; 
　　　　　　　　　　　　　　　  hacerse 22 人 ; ponerse 2 人
　　　c. ponerse sociable (4 人 ) > volverse más huraño e insociable 3 人
　(33) の数字からは，hacerse から volverse への乗り換えが，逆の場合よ
り多いが，ここでは「マイナス・イメージ」の意味内容がどれほど選択に
影響しているかは明確ではない。bueno(na), malo(la) と同様，単に口語で
は volverse が好まれる傾向かもしれない。同じく「性格」を表わす egoísta, 
altruista, generoso(sa) の調査結果もあるので見てみよう。「イメージ」の良
し悪しに関係なく，いずれの場合もやはり hacerse よりも volverse が好まれ
るようだ。
　(34) Si las características de los componentes de un sistema económico 
cambian es indudable que también sus resultados. La mano invisible que 
mueve el capitalismo es egoísmo. Si las personas _ altruistas, si 
deciden darlo todo por el prójimo, el sistema capitalista deja de funcionar 
y de tener sentido.  
se vuelven   50人 (48人 );   se hacen  22人 (14人 );
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se ponen    2人 (0人 );    se quedan  1人 (1人 )43
　(35) En los asuntos de dinero, todos _ egoístas. 
nos volvemos  44人 (42人 );  nos hacemos  27人 (20人 ); 
nos ponemos   7人 (3人 );   nos quedamos  0人 (0人 )44 
---------------------------------------------------------------------------
nos volvemos  93人 (91人 );  nos hacemos  53人 (30人 ); 
nos ponemos  19人 (6人 );  nos quedamos  0人 (0人 )45
　(36) a. hacerse altruista (14 人 ) > hacerse egoísta 7 人 ; volverse 7 人
　　　b. volverse altruista (48 人 ) > hacerse egoísta 12 人 ; volverse 35 人
　　　c. quedarse altruista (1 人 ) > hacerse egoísta 1 人 46
　(37) En los asuntos de amor, todos _ generosos.  
nos volvemos  46人 (45人 );  nos hacemos  12人 (10人 ); 
nos ponemos  13人 (8人 );  nos quedamos  1人 (1人 )47
　次に，「マイナス・イメージ」がかなりはっきりしている例を見てみよう。
(38) の fértil「肥沃な」の場合，dejó de ser estéril「不毛な土地でなくなった」
という伏線が張ってあるので，volverse を選ぶ人が圧倒的に多いと予想され
たが，意外にも hacerse を選択した人も多かった。恐らく，fértil「肥沃な」
と estéril「不毛な」は相対形容詞と捉えられたからであろう。しかし，(39)
の例では hacerse が激減し，その多くは volverse と quedarse に流れている。
volverse と結びつきやすい「マイナス・イメージ」の形容詞が，同じく「身
心的機能の低下・喪失」，いわゆる「心身障害」を表わす形容詞を補語に取
43 2013 年 8~9 月に行なった調査結果である。
44 (34) と同様 2013 年 8~9 月に行なった調査結果で，当然注 43) の調査対象者と同じで
ある。
45 2013 年 8~9 月に行なった調査結果 ( 注 44) に 2013 年 3~4 月の調査結果を加えた数値
である。
46 用例 (34) の空欄に最もふさわしい変化動詞を優先順位 1 位に選んだ人たちが，用例
(35) で補語が egoístas に変わった場合どうなるのか，その内訳を示している。勿論，
調査対象者が同じでないと比較は成立しないので，ここでも (35) の調査結果 (1~2 行
目 ) の (  ) 内の数字が関係してくる。注 14 と注 22 を参照。
47 (37) は 2013 年 3~4 月に行なった調査結果である。
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る quedarse と一致したと考えられる。従来，volverse loco「気が変になる」
は熟語的に用いられており，これを volverse の身体的・精神的欠陥を表わす
場合と説明する学習書も出てきたことは前にも述べた通りである。さらに，
quedarse が従える形容詞は繋辞動詞だと「一時的状態」を示す estar と結び
つき，心身障害を表わす形容詞は一般的には繋辞動詞 ser と結びつくのに，
変化動詞では quedarse を選択している。この quedarse の用法については「一
時的」ではなく「永続的」変化だと明言する参考書まで現われた。この点に
ついて，筆者は従来 quedarse の持つ「変化後の状態継続」と volverse の「永
続的変化」との意味的中和であると指摘してきた。従って，(39) で quedarse
を選んだ人の増加は，この意味的中和と estéril の「マイナス・イメージ」が
関係している考える 48。
　(38) Y la Biblia dice que las aguas se sanaron y la tierra dejó de ser estéril y 
_ fértil. 
se hizo  102人 (73人 );  se volvió  147人 (129人 )
se puso  16人 (3人 );   se quedó   13人 (5人 )
　(39) Es bien sabido que si la tierra _ estéril, la semilla no germinará, por 
lo tanto no habrá vida.  
se hace  38人 (23人 );  se vuelve  151人 (143人 );
se pone  25人 (11人 );  se queda  67人 (39人 ) 
　(40) a. hacerse fértil (73 人 ) > volverse estéril 47 人 ; hacerse 13 人 ; 
                    　　　　　　　　   quedarse 15 人 ; ponerse 3 人
　　　b. volverse fértil (129 人 ) > volverse estéril 93 人 ; hacerse 9 人 ;
                     　　　　　　　　　  quedarse 21 人 ; ponerse 6 人
　　　c. quedarse fértil (5 人 ) > volverse estéril 3 人 ; quedarse 3 人
　　　d. ponerse fértil (3 人 ) > ponerse estéril 2 人 ; hacerse 1 人
48 (38)(39) は 2011 年 8~9 月，2012 年 2~3 月，2012 年 8~9 月と 2013 年 8~9 月に行なっ
た調査結果である。
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　同じような使い分けをしていると思われる形容詞に inteligente と tonto(ta)
がある。意味的には互いに反意語であり，やはり相対形容詞と解釈できる。(41)
は「理解力が悪くても，辛抱強い人であれば，頭が良くなるだろう…」とい
う意味だが，「辛抱強ければ」に漸次性もあり，hacerse の選択は納得できる。
しかし，後半の「たとえ弱くても強くなれるだろう」の部分には途中のプ
ロセスを示さない transformarse en…「…に変化する」が使われているので，
volverse を選んだ人が多いのも理解できる。また，単に意味的中和例とも考
えられる。
　(41) Si una persona es perseverante, aunque sea dura de entendimiento, _ 
inteligente, y aunque sea débil se transformará en fuerte. 
se hará   104人 (87人 );  se volverá  131人 (112人 ); 
se quedará  11人 (3人 );   se pondrá   13人 (7人 )49 
　(42) Cuando regresó de su coma, _ tonto, no sabía leer, ni escribir, 
aunque obtuvo la habilidad de poder hablar con los gatos 
se hizo     6人 (3人 );    se volvió  83人 (57人 );
se quedó  158人 (143人 );  se puso   15人 (6人 )
　(43) a. hacerse inteligente (87 人 ) > volverse tonto 26 人 ; quedarse 58 人
　　　b. volverse inteligente (112 人 ) > volverse tonto 31 人 ; quedarse 79 人 
　　　c. ponerse inteligente (7 人 )> quedarse tonto 4 人 ; ponerse 3 人
　　　d. quedarse inteligente (3 人 ) > ponerse tonto 1 人 ; quedarse 2 人
　比較のため , tonto(ta) と同義語の idiota の場合を見てみよう。以前から変
化動詞を扱う際に参照している Bosque, I.(2006) では，idiota のところには
変化動詞として，volverse を挙げている。しかし，Universidad de Alcalá de 
Henares 大学発行の辞典では idiota の 2 番目の語義として「心身障害で知的
障害になった」と説明し，(44) の用例を挙げて，quedarse を使っている。こ
49 (41)(42) は 2011 年 8~9 月，2012 年 2~3 月，2012 年 8~9 月と 2013 年 8~9 月に行なっ
た調査結果である。
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の使い方は quedarse の基本的な語法に合致している。しかし，(45) のように
「愚かな，間抜けな」という意味で，どちらかと言えば volverse loco「気が変
になる」状態を連想させ，volverse が最も多く選ばれたと思われる。
　(44) Nació con un problema cerebral y se quedó idiota. (p.610)
　(45) Cuando se está enamorado uno  _ idiota. 
se vuelve  78人 (75人 );  se hace  10人 (1人 );  
se pone   23人 (7人 );   se queda  13人 (3人 )50 
  Bosque, I.(2006) は見出し語 tonto(ta) のところで，共起する変化動詞として
volverse, ponerse, quedarse を挙げ，その用例が (46) である。(42) の数値では
ponerse を選んだ人が少ないが，ponerse は本来「その場限りの」変化を示す
もので，ここではふさわしくなかったとしか言えない。
　(46) Te vas a quedar tonto de ver tanta televisión.(p.1226)
　用例 (41) の se hará inteligente 104人 (87人 )「彼は頭がよくなるだろう」で
は hacerseを選んだ人が多いが，(42)の se hizo tonto 6人 (3人 )「彼はばかになっ
た」では hacerse を選んだ人は激減している。コンテクストから考えても自
分の意志で「ばかになる」ことはありえないので，やはり「上の段階から下
の段階へ」の変化を示す，いわゆる「マイナス・イメージ」と関係している
と考えるのが妥当であろう。
　次に少し厄介な形容詞 feliz を取り上げてみる。この形容詞は他動詞と一緒
に hacer feliz「…を幸せにする」とか再帰動詞では sentirse feliz「幸せに思う」
というように使われることが多く，「幸せになる」という意味で変化動詞と
共に現われることは珍しい。それを承知の上で，調べて見ようと思った。先ず，
(47) の例は「彼はそのニュースを知ってうれしくなった」という一時的状態
の変化であり，ponerse の選択は当然である。
　(47) _ muy feliz cuando se enteró de la noticia.
50 (45) は 2012 年 2~3 月と 2012 年 8~9 月の調査結果である。
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Se puso   54人 (54人 );  Se volvió  3人 (2人 ); 
Se quedó  11人 (2人 );   Se hizo   1人 (0人 )51 
　しかし，複雑なのが (48) の例である。筆者は「君はいい奥さんをもらえば
幸せになれるよ」という意味で，永続的な幸せを想像していたが，意外にも
「一時的状態の変化」を意味する ponerse を選んだ人が非常に多かったことに
驚いている。
　(48) Si consigues una buena esposa, _ feliz. 
te harás     78人 (65人 );  te volverás  102人 (82人 ) 
te quedarás  27人 (16人 );  te pondrás   95人 (80人 )52 
　(49) Era un hombre miserable, que empeoró con el tiempo. _ cada vez 
más infeliz, especialmente porque su carrera no iba como él quería. 
Se hizo   62人 (30人 );  Se volvió  211人 (207人 )
Se quedó  20人 (7人 );   Se puso   35人 (18人 )
　(50) a. hacerse feliz (65 人 ) > volverse infeliz 58 人 ; hacerse 9 人
           b. volverse feliz (82 人 ) > volverse infeliz 70 人 ; hacerse 10 人
           c. ponerse feliz (80 人 ) > volverse infeliz 69 人 ; hacerse 7 人
           d. quedarse feliz (16 人 ) > volverse infeliz 10 人 ; hacerse 4 人
　一方，あまり適切な表現とは言えないだろうが，(48) では hacerse が結構
好まれ優先順位 1 位で 65 人に選ばれたが，補語が infeliz になると，その大
部分 (58 人 ) が volverse に乗り換えている。同様に (48) で優先順位 1 位に
ponerse を選んだ人 (80 人 ) のほとんどが volverse に乗り換えている。ただ，
infeliz に変わってもまだ hacerse を選んだ人が結構いたのは，マイナス・イメー
ジの補語ではあるものの，「彼は ( もともと ) 貧窮に喘いでおり，時が経つに
51 (47) は 2011 年 8~9 月の調査結果である。
52 (48)(49) は 2011 年 8~9 月，2012 年 2~3 月，2013 年 3~4 月と 2013 年 8~9 月に行なっ
た調査結果である。ここの数字には出ていないが，te harás feliz が気に入らず，te 
hará feliz と他動詞として用いると回答した人が 4 人，serás feliz が一般的と答えた人
が 10 人，空欄の人が 2 人いたが，この人たちは (49) の infeliz の場合，いずれも se 
volvió を選んでいる。
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つれて悪化し，とりわけ生涯思うように行かなかったため，ますます惨めに
なっていった」という意味から，変化のプロセスに言及している点がそうさ
せたと考えられる。(49) の infeliz と同義語の desdichado(da)「不幸な，不運な」
の調査結果 (51) にも似たような傾向が見られる。
　(51) El hombre que va acumulando dinero, si su placer es tener más y más 
dinero, _ más y más desdichado... porque cuanto más tiene, más 
desea, y cuanto más tiene, más tiene, más asustado está de perderlo.
se hará    62人 (35人 );  se volverá  111人 (105人 );
se quedará 11人 (5人 );    se pondrá  12人 (5人 )53
　最後に，volverse と ponerse の選択理由を考えてみる。(52) では美容院で
髪型を変えたり化粧あるいは着飾ったりして「きれいになる」のは色彩など
に代表される見た目の一時的な変化を示しており，ponerse の典型的な用法
であり，選択にまったく問題ないと言っていい。
　(52) Demi Lovato _ guapa en un salón de belleza.
se hace   0人 (0人 );   se vuelve  7人 (3人 );
se pone  55人 (54人 );  se queda  1人 (0人 )54
　(53) Después creció y _ aún más guapa y más mujer 
Se hizo  63人 (40人 );  Se volvió  84人 (60人 ); 
Se puso  72人 (49人 );  Se quedó  11人 (6人 )55
-------------------------------------------------------------------
Se hizo   86人 (56人 );  Se volvió  129人 (98人 ); 
Se puso  88人 (59人 );  Se quedó  17人 (8人 )56
　(54) ¿Crees que una persona guapa cuando engorda _ fea.  
53 (51) は 2011 年 8~9 月，2012 年 2~3 月と 2012 年 8~9 月に行なった調査結果である。
54 (52) は 2011 年 8~9 月の調査結果である。
55 2012 年 2~3 月，2012 年 8~9 月と 2013 年 8~9 月の調査結果である。
56 ここの数値は (53) の調査結果 (1~2 行目 ) の数字に 2011 年 8~9 月の数字を加えたも
のである。
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se hace  25人 (9人 );   se vuelve  97人 (83人 );
se pone  86人 (66人 );  se queda  17人 (4人 )57 
　(55) a. hacerse guapa (40人 ) > volverse fea 25人 ; ponerse 11人 ; hacerse 4人 ;
                          　　　　　　　　quedarse 2 人
           b. volverse guapa (60 人 ) > volverse fea 35 人 ; ponerse 22 人 ; hacerse 3 人
           c. ponerse guapa (49 人 ) > volverse fea 22 人 ; ponerse 30 人 ; hacerse 2 人 
           d. quedarse guapa (6 人 ) > volverse fea 1 人 ; ponerse 3 人 ; quedarse 2 人 58
　(53) の例は (52) とは異なり，その解釈はかなり複雑である。意味は「そ
の後彼女は成長して，さらにきれいに女らしくなった」であるが，「美しさ」
は外面的なものであり，先ずは当然 ponerse の出番である。次に hacerse の
場合は，aún más guapa「さらにきれいに」と比較級を aún で強めているこ
とから，「彼女はもうすでにきれいだった」ことが分かる。従って，漸次的
な変化のプロセスが表現されいて，hacerse の選択も当然である。しかし，「マ
イナス・イメージ」でもないのに volverse を選んだ人が一番多いのは，少し
複雑である。単に着飾ったり化粧だけの問題ではなく，身体的にも精神的に
も「きれいになった」という「性質の永続的変化」であることに間違いな
く，比較級を使っているとは言え，「途中の段階を飛び越えて」異なった性
質へ変化と捉えることもできる。また，コンテクストがほとんどないが，回
答者の中には「以前はきれいではなかった」と想定して volverse を選択した
人もいる。また「きれい」なのが「個性・性格」の範疇に属するとなれば，
volverse の選択は納得できる。同じ意味だと回答する人もいるので hacerse と
volverse の意味的中和との解釈も可能である。 一方，(53) の guapa「きれい
な」で hacerse 選んだ人の多くが，(54) の fea「醜い」では volverse に乗り換
57 (53) の 1~2 行目の数字と同様，2012 年 2~3 月，2012 年 8~9 月と 2013 年 8~9 月の調
査結果である。
58 この数値は，用例 (53) の調査結果 (1~2 行目 ) の (  ) 内の数字が示す人たち，すなわ
ちこの部分に最もふさわしいと思われる変化動詞を優先順位 1 位に選んだ人たちが，
用例 (54) で主格補語が fea になった場合，今度はどの変化動詞を選んでいるのか，
その内訳を示した数値である。注 14, 注 22, 注 46) を参照。
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えている。ponerse は一時的状態の変化として「色彩」に代表される「外見・
様態」的変化によく使われる。従って，この feo(a) も ponerse feo(a)「事態・
雲行きが怪しくなる」というような意味でも用いられるが，見た目・外見と
して「醜くなる」でもその使用は予測できる。また，ponerse を選んだ人の
多くは，訳を言わずただ feo(a) と ponerse の結び付きは口癖になっていると
回答している。(54) の fea で volverse を選んだ人は，主語になっている una 
persona guapa「きれいな人」の中に既に「以前きれいだった」というコンテ
クストがあり，「太ると醜くなる」というのは当然 dejar de ser guapa「きれ
いでなくなる」という表現を持ち出して，「ある性質から別の性質」へ一足
飛びの変化と捉えた人が多かった。確かに説得力のある説明である。
5. おわりに
　最近，新聞・雑誌・小説・マスメディアでの volverse の使用頻度が高い。
このことを回答者に訊ねてみると，hacer, hacerse はもともと色々な意味で使
われ，使用頻度が極めて高いため一般的過ぎてインパクトがなくなり，変化
を強調する volverse の方が好まれていると言う人もいる。今では volverse の
方が coloquial だと言う人もかなりいる。意味的違いもなく両方使えると回
答している場合でも，その多くが volverse を優先していることからも窺い知
れる。変化動詞の使い分けに関してこれまで言われてきた基本的な用法は確
かに残っている。しかし，筆者の言う「意味的中和」現象でこの基本的用法
から逸脱していくケースが，変化動詞の使い分けを複雑にしている。言語経
済からすれば，いずれもっと分かりやすいルールに収束するであろうが，当
分揺れは収まりそうにない。
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用例出典
　最初の丸括弧付きの数字は本文の用例番号に相当する。数字の後の活用形
は出典の本文で使われていた形。 なお，ここに出典を挙げていない例文は，
筆者が辞典・専門書・学習書などを参考にして作成し，スペイン人のチェッ
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クを受けたものである。
(1) se ha hecho; Porroche Ballesteros, M.(1988), p.183, p.213
(4) nos hacemos; http://forum.wordreference.com/showthread.php?t=870669 
(Wordreference. com)
(5) se vuelve; http://www.rnw.nl/espanol/article/50-años-de-obama-¿la- eterna-
juventud? (RNW: Latinoamérica; 50 años de obama ¿la eterna　
juventud?)
(7) me hice; http://www.granma.cubaweb.cu/secciones/cartas/carta06.htm 
(Granma, Saludos cordiales:Carta a Fidel)
(8) se hizo; http://bibliotecadigital.ilce.edu.mx/sites/ciencia/volumen1/ciencia2/54/
htm/sec5. html (Biblioteca Digital del Ilce, I. La superficie de la 
tierra)
(9) se volvieron; http://mamiferosg.blogspot.jp/ (Mamíferos)
(12) se hizo; http://www.grimmstories.com/es/grimm_cuentos/el_fornido_juan (El 
fornido Juan: un cuento de los hermanos Grimm)
(13) se volvió; http://marysol-premiosyregalos.blogspot.jp/2008/12 /el-plato-de-
madera. html (El plato de madera)
(15) se hizo; http://www.cervantesvirtual.com/ (Biblioteca Virtual Miguel de 
Cervantes. José María de Pereda, De tal palo tal astilla, -II-) 
(16) se volvió; http://antigawebdepastoral.salesians.cat/BD/BD18esp.HTM, 
Buenos días. scucha. UNA FUENTE DE SALUD
(18) se quedó; http://www.mygoodpet.info/ciego-mantiene-a-su-lazarillo-luego-
de-que-quede-ciego-el-tambien
(19) se vuelve; http://laescueladelaoscuridad.blogspot.jp/2008/12/ocultismo-
practico-en-la-vida-cotidiana.html (La escuela de la oscuridad)
(20) Se había ido volviendo: Diccionario de uso del español de América y España. 
2002. Barcelona: Spes Editorial, S.L.
(21) se volvió; http://www.buenastareas.com/ensayos/Nada/4673913.html (Buenas
30
　tareas) Cien años de soledad
(23) se volvió; Gran diccionario usual de la lengua española. 1998. Barcelona: 
Larousse Editorial, S.A.
(30) se vuelve; http://tuspreguntas.misrespuestas.com/preg.php?idPregunta=4143 
(Tus preguntas).
(31) se hizo; http://www.buenastareas.com/ensayos/Rasputin-y-Su-Relacion-Con- 
La/3787792. html (Buenas Tareas)
(32) se hizo; Gran diccionario de uso del español actual. 2001. Madrid: SGEL
(34) se vuelven; http://politicanoesfutbol.blogspot.jp/2009/07/egoismo-altruismo-
e-incentivo-economico.html 
(38) se volvió; http://www.mmmbogotacolombia.com/index.php?option=com_
content &view=article&id=63&Itemid=63 (Predica operación 
Ear)
(39) se vuelve; http://www.taringa.net/posts/salud-bienestar/6888987/La-
medicina- Ayurveda.html
(41) se hará; http://www.misfrases.com/blog/2007/si-una-persona-es-perseverante-
aunque-sea-dura-de-entendimiento-se-hara-inteligente-y-aunque-
sea-debil-se-transformara-en-fuerte/ (Misfrases.com)
(42) se volvio; http://www.chicokc.com/2010/08/kafka-en-la-orilla/ (Chicokc: 
Kafka en la orilla)
(45) se vuelve; http://es.wikiquote.org/wiki/La_espuma_de_los_días (La espuma 
de los días)
(48) serás; http://m.forocoches.com/foro//showthread.php?t=784055 (Sobre el 
ma-trimonio)「一般的でないことを承知の上で，実験的に変化
動詞選択用に変えてある」
(51) se volverá; http://oshodespierta.blogspot.jp/2010/08/dicha-y-placer.html 
(Dicha y Placer)
(52) se pone; http://www.wambie.com/es/p/653
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(53) se hizo; http://www.somosxbox.com/foros/30120-mujeres-guapas-mundo-12.
html
(54) se hace; http://mx.answers.yahoo.com/question/index?qid=20110102193547 
AA0XpUj (Yahoo! Respuestas)
　なお，(5)(7)(8)(9)(38)(39)(41)(42)(48)(52)(53) は 2011 年 7 月 20 日に検索。 (4)
(13)(15)(16)(18)(19)(21)(48)(51)(54) は 2012 年 2 月 2 日に検索。(45) は 2012 年
7 月 10 日に検索。(12)(30)(31) は 2013 年 1 月 25 日に検索。(34) は 2013 年 7
月 18 日に検索。
訂正
　専修大学外国語教育論集 第 39 号 (2011 年 )「スペイン語の変化動詞の意味
的中和』（阿部三男）の間違い 3 箇所を以下のように訂正する。
　1. p.63 の下から 6 行目の「…とか (20)(21) の…」を「…とか (21)(22) の…」
に訂正する。
　2. p.66 の用例 (28) の Con los niños と (29) の con los niños をそれぞれ Con 
los años と con los años に訂正する。
　3. p.67 上から 3 行目の「(27) の “cada vez más”...」を「(24) の “cada vez 
más”...」に訂正する。
